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令和４年度 米原市の予算 問 市 財政契約課 ☎ 53-5165 FAX53-5148

その他　25億2,200万円 市税　63億2,731万円
市民の皆さんや市内企業から納め
ていただく税金

歳入

歳出

繰入金　11億9,654万円
基金などから一般会計に繰り入
れるお金

県支出金　13億9,200万円
特定の事業などに対して県が交付
するお金

市債　15億1,190万円
金融機関などからの借入金

国庫支出金　25億8,025万円
特定の事業などに対して国が交付す
るお金

地方交付税　53億5,000万円
全ての市町村が一定の行政サービス
を行えるように国が交付するお金

その他　7億3,605万円

民生費　69億6,954万円
福祉サービスの提供など

農林水産業費　7億5,533万円
農業や林業の振興など

衛生費　15億5,715万円
保健医療やごみ処理など

公債費　21億1,375万円
借入金の返済

消防費　9億4,943万円
消防や災害対策など

土木費　23億2,717万円
道路や河川の整備など

総務費　26億9,687万円
市政運営や自治会まちづくりなど

教育費　27億7,471万円
教育環境の充実など

まちの将来像である｢ともにつながり　
ともに創る　住みよさ実感　米原市｣
の実現に向け、市総合計画の基本目標
に沿った事業に合わせて、「持続可能
なまちへの取り組み｣､「ひとが集い、
若者世代が移り住むまちへの取り組み｣
を重点取り組み事項として予算を編成
しました。

自立支援給付事業等の義務的経費の増加
や、学校情報システム構築等の増加を見
込んでいますが、本庁舎整備後の開庁に
向けた什器備品整備や電算等のネットワ
ーク整備事業の完了などにより、予算額
は昨年度より3億2,200万円減少してい
ます。

今年度 一般会計は 
総額208億8,000万円
今年度 一般会計は 
総額208億8,000万円
今年度 一般会計は 
総額208億8,000万円

特別会計・企業会計
区　分

国民健康保険事業特別会計
介護保険事業特別会計
後期高齢者医療事業特別会計
駐車場事業特別会計

合　計

当初予算額
32億9,890万円
44億2,990万円
5億2,720万円

830万円
82億6,430万円

前年度比較
▲5,300万円
＋2,460万円
＋3,680万円
＋10万円
＋850万円

区　分
水道事業会計
下水道事業会計

合　計

当初予算額
17億3,754万円
40億5,800万円
57億9,554万円

前年度比較
＋4億9,037万円
＋3,037万円

＋5億2,074万円
※前年度比較は、令和3年度当初予算との比較。
※千円単位を四捨五入し、万円単位としています。
※企業会計の予算額は、収益的支出と資本的支出の合計。
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福　　祉

環境・防災

都市基盤

教育・人権

産業経済

都市経営
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重点的な取り組み

基本目標に沿った事業

重点的な取り組み

基本目標に沿った事業

持続可能なまちへの取り組み
●地域脱炭素・営農型太陽光発電導入促進事業 …1,059万円
市民の皆さんと地球温暖化の問題意識、脱炭素社会の実現に向けた意識を
共有するため、気候非常事態宣言を行います。環境基本計画の見直しや地
球温暖化対策実行計画の策定を行うほか、営農型太陽光発電施設の新設ま
たは増設に対する補助金を創設します。

●「平和の礎」建立事業 ………………8万円
次世代への戦争の記憶の継承と戦争犠牲者を慰霊
し、恒久平和を祈念する新しい象徴として「平和の礎」
の建立に向けた検討を進めます。

●電算管理事業～デジタルトランスフォーメーション(DX)推進…2億842万円
マイナンバーカードの普及促進や、行政手続きのオンライン化など、市民の
皆さんの利便性向上につながるDXを推進します。

ひとが集い、若者世代が移り住むまちへの取り組み
●移住定住促進対策事業 ………………………… 1,252万円
新幹線通勤者定期券等補助金の創設など大都市勤務の若年世帯をターゲッ
トとした移住定住の促進、サテライトオフィスやテレワークを活用した企業
誘致に取り組みます。

●総合的空家対策推進事業……4,693万円
空家を活用した移住定住の促進や地域コミュニティ
の活性化、市民の安全安心な生活環境の確保、良好
な景観の保全を図ります。

●中学生応援事業………………2,637万円
子どもたちが充実した中学校生活を送れるよう、入
学支援金の交付と部活動費用の補助を行います。

●国民健康保険税の子どもに係る均等割額の減額措置…1,253万円
子育て世代への支援として、国民健康保険税のうち18歳以下の子どもに係
る均等割を実質ゼロとするため、応援金を支給します。

重層的支援体制整備事業……………1億5,326万円

保育士等確保対策事業 ………………… 1,870万円

福　　祉 健やかで安心して暮らせる支え合いのまちづくり

湖北地域消防組合事業………………7億3,484万円

湖北広域行政事務センター負担金…4億6,129万円

環境・防災 水清く緑あふれる自然と共生する安全なまちづくり

公共交通対策事業……………………1億3,974万円

都市計画マスタープラン推進事業 ……… 899万円

都市基盤 心地よく暮らせるにぎわいと交流を支えるまちづくり

小中学校のICT教育推進事業 ……2億1,730万円

不登校児童生徒への寄り添い ……………426万円

教育・人権 ともに学び輝き合う人と文化を育むまちづくり

観光振興事業 ……………………………4,782万円

中小規模農業者機械導入支援事業 ……1,000万円

産業経済 地域の魅力と地の利を生かした活力創出のまちづくり

自治会等振興事業 ………………………6,105万円

都市経営 まちづくりを進めるための基盤

複雑化・複合化した支援ニーズに対応するため、相談者に寄り
添い、伴走する包括的な支援体制を整備します。

新たに市内保育所等に就職する保育士・幼稚園教諭へ家賃支援
を行います。また、福祉人材確保のため、就職フェアを開催します。

市内の消防・救急業務を所轄する湖北地域消防組合に対する必
要経費を負担します。消防署所の整備費用を負担します。

湖北広域行政事務センターのごみ等の処理や斎場運営に要す
る経費等に加え、新施設の整備費用を負担します。

地域公共交通を維持するため、路線バスと乗合タクシーの運行
に対して補助します。令和4年10月に米原駅を起点としたバス
路線の再編を予定しています。

滋賀県にて令和6年に予定されている都市計画定期見直しに
向けて、市の要望地区を具体的に検討します。

各学校を結ぶネットワークを構築するとともに、市内統一の校
務支援システムを導入します。

教育支援センター「みのり」を運営します。新たに民間のフリー
スクールを利用する児童生徒に対し、費用の支援を行います。

米原市ならではの体験型観光を促進する取り組みを進め、交流
人口の増加と地域の稼ぐ力の向上を図ります。

国の支援制度の活用が難しい中小規模農業者等の機械導入費
用支援制度を創設します。

従来の自治会パートナーシップ事業を拡充し、新たな支援メニ
ューを追加した自治会パートナーシップ交付金を創設します。
また、自治会と市との新たなコミュニケーションツールとなる自
治会専用サイトを導入します。

補助金の点検を進めています!
市から皆さんに交付している各補助金制度について、「今の時代や地域の実情に合った内容に
なっているか」などといった視点で、点検を進めています。
持続可能なまちづくりに向けて、皆さんのご理解をお願いします。
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